
第５次総合振興計画・後期基本計画（素案） 概要   
 

第１章 計画の概要 
 

《計画の趣旨》 

後期基本計画は、第５次越谷市総合振興計画基本構想で示した本市の将来像を実現するための施策を

体系化し、その方策を定めるもの 
 

《計画の構成》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

《計画の期間》 

令和８年度(２０２６年度)を初年度とし、令和１２年度(２０３０年度)を目標とする５か年計画 
 

第２章 越谷市の今後の見通し 
 

《人口推移》 

本市の人口は、令和 12年(2030 年)に 334,934 人と、令和 7 年(2025 年)から約 7,000 人の減少が予想

される。また、65 歳以上の割合は増加傾向が続くことが予想され、令和 12 年（2030 年）の高齢化率は、

26.3％となる見通し。 
  

■人口の見通しと年齢３区分別の年齢構成（各年 4 月 1日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■世帯数の見通し（各年 4 月 1日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
《財政予測》（令和７年５月２９日時点推計）  
１．一般会計歳入計画                                [単位：百万円] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２．一般会計歳出計画                                [単位：百万円] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第３章 分野別計画 
 

次ページ参照 
 

第４章 まち・ひと・しごと創生 越谷市総合戦略                                 
 

《総合戦略とは》 
人口減少問題の克服と地方創生を目的とした「まち・ひと・しごと創生法」に基づき策定するもので

あり、本市においては、総合振興計画のなかに総合戦略を位置づけ、一体的に取り組む。  
《基本目標と施策》 

基本目標 施策 

１ 
安定した雇用を創出し、 

安心して働けるまちをつくる 

１ 持続性のある産業を育成する 
２ 持続的に農業が行われる環境をつくる 
３ 雇用対策の充実を図る 

２ 
結婚、妊娠・出産、子育ての 

希望をかなえる 

１ 出会いの機会づくりを支援する 
２ こどもを育てやすい環境をつくる 
３ 生きる力を育む学校教育を推進する 

３ 
魅力を高め、快適に住める 

まちをつくる 

１ 地域資源を活用・発信する 
２ 多様な人材が交流･活躍できるまちをつくる 
３ 医療・福祉が充実したまちをつくる 
４ 移動環境を整える 
５ 防災力を強化する 
６ 環境にやさしい持続可能なまちをつくる 

160,965 162,337 163,985 164,212 164,352 164,414 164,394 164,293 

2.13 2.11 
2.09 2.08 2.07 2.06 2.05 2.04 

2.00
2.05
2.10
2.15
2.20
2.25
2.30
2.35
2.40
2.45

120,000
125,000
130,000
135,000
140,000
145,000
150,000
155,000
160,000
165,000

R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030)
世帯数 世帯人員

R8 R9 R10 R11 R12

市  税 52,341 52,494 52,916 53,332 53,341

地方譲与税 712 712 712 712 712

利子割交付金 20 20 20 20 20

配当割交付金 304 307 310 312 314

株式等譲渡所得割交付金 203 205 207 209 211

法人事業税交付金 507 512 517 521 525

地方消費税交付金 7,984 8,026 8,065 8,100 8,133

環境性能割交付金 150 150 150 150 150

地方特例交付金 420 420 420 420 420

地方交付税 8,940 9,320 9,520 9,710 9,910

交通安全対策特別交付金 35 35 35 35 35

分担金及び負担金 659 661 662 664 666

使用料及び手数料 1,580 1,580 1,581 1,581 1,581

国庫支出金 28,400 28,940 30,907 30,255 31,058

県支出金 10,165 11,099 11,760 11,923 12,309

財産収入 65 65 65 65 65

寄附金 200 200 200 200 200

繰入金 1,138 100 100 100 100

繰越金 0 0 0 0 0

諸収入 3,450 3,450 3,450 3,450 3,450

市  債 10,037 4,027 5,350 3,559 3,466

127,310 122,323 126,947 125,318 126,666計

R8 R9 R10 R11 R12

 人件費 21,821 22,062 22,305 22,529 22,755

 扶助費 41,898 42,858 43,797 44,841 45,969

 公債費 8,451 9,524 9,955 9,902 9,760

 物件費 19,516 19,619 19,825 20,034 20,245

 維持補修費 523 523 523 523 523

 補助費等 11,994 12,105 12,308 12,337 12,314

 繰出金 8,195 8,281 8,368 8,429 8,510

 投資及び出資金･貸付金 133 133 133 133 133

 積立金 0 0 0 0 0

普通建設事業費（投資的経費） 14,779 7,218 9,733 6,590 6,457

127,310 122,323 126,947 125,318 126,666計

12.3 11.9 11.7 11.5 11.3 11.1 10.9 10.7 

62.2 62.4 62.6 62.8 62.9 63.0 63.0 63.0 

25.5 25.7 25.7 25.7 25.8 25.9 26.1 26.3 

343,644 342,681 341,992 340,853 339,570 338,159 336,611 334,934
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《推進ビジョン（施策を推進するうえで念頭に置く重要な視点）》 
 
 
    
 

 

 

 

 

 

《施策体系図》 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

インクルージョン(包摂性) 
Inclusion 

デジタル化 
Digital Transformation 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

111 市政への市民参加を進める 112 市民との協働のまちづくりを進める 
113 情報を提供し、市民との共有を図る   

 

    

1２1 相手を思いやる人権意識を高める １２２ 人権教育を進める 
１２３ 男女共同参画社会を進める 1２４ 多文化共生と国際交流を進める 
1２５ 平和を愛する心を継承する   

 

    

1３1 効率的かつ効果的な行政運営を進める １３２ 行財政運営の健全化を進める 
 

 

 

    

２11 多様な主体が活躍できる環境の充実を図る 212 包括的な支援体制の充実を図る 
 

        
２２1 市民の健康づくりを進める ２２２ 地域医療体制の充実を図る 
２２３ 保健衛生体制の充実を図る   

 

    

２３1 こども・若者の権利と安全を守る ２３２ 親と子の健康づくりに取り組む 
２３３ こどもと子育て家庭を支える ２３４ こども・若者を地域全体で育む 

    

２４1 障がいの早期発見と療育環境を整える ２４２ 生活の質の向上を支援し、社会的自立を促進する 

２４３ 地域での生活を支え、日常生活の充実を図る ２４４ 
安心して外出するための円滑な移動を支援し、社会参加
を促進する 

 

    

２５1 生きがいづくりを支援する ２５２ 住民主体の介護予防を進める 
２５３ 認知症の人にやさしい地域をつくる ２５４ 高齢者を支える環境をつくる 
２５５ 介護保険制度の維持・充実を図る   

 

    

２６１ 生活に困窮している方々へのサポート体制の充実に努める 
２６２ 医療保険制度の維持・充実を図る ２６３ 安定した生活が送れるよう年金制度の利用を支援する 

 
 
 
    

３１１ メリハリのある土地利用を進める ３１２ 活気ある市街地を整備する 
３１３ 身近で親しみのある景観をつくる 314 公共交通の維持・充実を図る 

 

 

    

３２１ 道路の整備を図る ３２２ 道路・水路の管理を図る 
 

    

３３１ 身近な緑を守り育てる ３３２ だれもが利用しやすく安全な公園をつくる 
３３３ 水辺を活かした快適な空間をつくる   

 

    

３４１ 水害に強いまちづくりを進める   
３４２ 水質の保全と安全な水の確保により快適な生活環境を整える 

 

    

３５１ 安心して暮らせる住まいづくりを支援する ３５２ 住宅ストックの有効活用と快適な住宅環境の実現を図る 
 

 

 

    

４11 気候変動対策を進める ４12 地域の効率的な資源循環を進める 
４13 自然・人が共生する社会をつくる ４１４ 安全・安心な生活環境づくりを進める 

 

    

４２１ 危機管理対策の充実を図る ４２２ 災害対策を進める 
４２３ 地域の防犯力を高める ４２４ 交通安全の充実を図る 
４２５ 消費者の自立を支援し、消費者意識の高揚を図る 

 

    

４３1 火災を予防する活動の充実を図る ４３２ 消防力の充実・強化を図る 
４３３ 救急体制の充実・強化を図る ４３４ 消防団の充実・強化を図る 

 

 

 

 

    

５11 地域産業の持続的発展を支援する ５１２ 新たな産業を創出する 
５１３ 魅力ある商業の振興を図る ５１４ 魅力ある工業の振興を図る 

 

    

５２1 地域の魅力の発信と都市のブランドの構築でまちの総合力を高める 
５２２ にぎわいを創出し地域経済の循環を促進する  

 

 

    

５３1 越谷農業の強みを活かした農業経営を追求する ５３２ 立地特性に応じて農地を保全・活用する 
５３３ 持続的に農業経営を担う人材を育成する ５３４ 消費者が農業を支える仕組みをつくる 

 

 

    

５４1 就業支援の充実と労働環境の向上を図る   
 

 

 

    

６１１ ９年間を見通した越谷教育を推進する ６１２ 確かな学力を育む 
６１３ 豊かな心を育む ６１４ 健やかな体を育む 
６１５ 自立する力を育む ６１６ 質の高い教育環境を整備する 

 

 

    

６２１ 生涯にわたる学びを進める   
６２２ 文化活動を充実し、郷土の歴史を継承する   

 

 

    

６３１ 健康ライフスタイルづくりを支援する   
632 スポーツ・レクリエーション活動を支援する 

    
    

 

 

〔中項目〕 

危機管理 
Risk Management 

０１ 
地域脱炭素 

Local Decarbonization 

０２ ０３ ０４ 

〇 あらゆる危機に直面しても的確に 
対応し、必要な行政サービスを 
継続できる備えができているか 

〇 地域の脱炭素を考慮した事業内容 
になっているか 

〇 デジタル要素を取り入れ、市民に 
とって利便性の高い行政サービス 
としているか 

〇 多様な主体を受け入れ、まちづくり 
に参加・協働できる環境を整えて 
いるか 

基本構想に掲げる６つの「まちづくりの目標」を達成するために、地区まちづくり会議や市民懇談会、若者まちづくり懇談会などを通じて提言のあった市民意見等を整理し、今後、５年間の施策を推進する 

うえでポイントとなる４つの視点を「推進ビジョン」として掲げ、だれもが安心して暮らすことができる持続可能なまちづくりを進めていく。 


